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Japanese OverseasMigration Museumrenewal
APRIL 2022

海外移住資料館

ごあいさつ

Japanese Overseas Migration Museum

開館時間

入館料

10:00～18：00

無料

みなとみらい線
 ・ 「馬車道」駅（4番出口）から徒歩約8分

 ・ 「みなとみらい」駅（クイーンズスクエア方面改札）より徒歩約15分

〒231-0001　神奈川県横浜市中区新港2-3-1
TEL 045-663-3251（代表）

https://www.jica.go.jp/jomm/

JICA横浜 海外移住資料館

JR/市営地下鉄
 ・ 「桜木町」駅から汽車道、ワールドポーターズ、 新港サークルウォークを通り徒歩約15分

 ・ 「関内」駅から馬車道経由で徒歩約15分

INFORMATION

交通案内

　JICA横浜 海外移住資料館は、北中南米への日本人

移住の歴史と日系人の暮らしを紹介するため、2002年

に開館いたしました。以来、延べ60万人以上の方に

お越しいただき、たゆまず変化を続ける横浜の街と

ともに歩んでまいりました。

　当資料館は、海外移住の起点となったハワイを含む

北米と、JICAが戦後、移住事業の一翼を担った中南米

の国々を主たる対象とし、海外移住に関する歴史的な

資料を展示しています。

　国境をまたぐ人の移動が当たり前となった現代では、

さまざまなルーツをもつ人がともに暮らしています。

多文化共生社会の実現が一層求められるなか、かつて

移住先で互いの文化を尊重し、共存・共栄を目指した

先達や、世界で活躍する日系人の姿は示唆に富んで

いるのではないでしょうか。

　2022年には、移住者・日系人と日系社会の過去と

現在をより分かりやすく伝える資料館を目指して、常設

展示の一部リニューアルを行いました。すべての人が

利用しやすく、楽しく学んでいただけるよう音声ガイド

や点字ブロック、点字解説の導入、触る展示の拡充等

に取り組んでおります。

月曜日 （但し祝祭日と重なる場合は翌日）
年末年始 （12月29日～1月3日）

閉館日

P P



Universal design

海外移住の歴史

われら新世界に参加す

企画展示室

日系人・日系社会の変遷をたどる

日系人・日系社会の現在

案内
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すべての人が
楽しめる展示になりました!
海外移住資料館では、すべての人にとって
利用しやすい施設を目指し、音声ガイド、
点字ブロック、点字解説、触れる展示等を導入し、
誰もが楽しみながら学べる展示に取り組んでいます。

野菜だらけの
山車！

いったい誰が
作ったの？

点字ブロック 触地図 音声ガイド

展示の前半でブラジルを例に、
移住者を取り巻く環境の変化
等について解説しています。
展示後半では、多様化する
日系人や日系社会について、
海外の日系博物館の館長イン
タビュー、国内で活躍する日
系人のインタビュー等を交え
て紹介しています。

現在の
日系社会から
多様性を
考えよう！

大迫力の
開拓シアター！

大木を
切り倒そう！

スゴロクや
カルタで
遊べるよ！

移住者の
家庭を

のぞいてみよう！

映像で
歴史を学ぼう！

移住者たちは
何を持って

行ったんだろう？

日本における海外移住の歴史
を5つの時代に分け、年表、
文献資料、写真で各時代の重
要な出来事を示しています。
世界移住マップ、都道府県
別の移住者数を表した立体
地図、大槻幸之助資料による
トピックコーナーといった展示
があります。

移住者たちは移住先で農業、
商業等あらゆる職業分野で
社会づくりに貢献してきました。
大型スクリーンでの映像上映、
栽培していた農作物の資料、
生活写真等で、移住先の暮らし、
コミュニティ形成、日本との絆
について紹介しています。

当時の人びとの
なりわいが
鮮やかに
よみがえる！

３D写真


